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議
案
審
査

しもすわ町議会だより
令和5年4月14日3

　妊娠届出をした妊婦1人につき50,000円の
「出産応援ギフト」と、出生した子どもを養育
する養育者に対して、子ども1人につき50,000
円の「子育て応援ギフト」を、現金支給するも
のです。
　妊娠期から出産、子育てまで一貫して身近で
相談に応じ、ニーズに応じた支援につなげる伴
走型の相談支援の充実と、経済的支援を一体に
進めるねらいで、国が実施を決めた事業です。
　この事業開始に伴い、これまで町独自策とし
て実施されてきた「誕生祝金(出生したお子さん
に1人2万円を支給し誕生をお祝いする）」は、
廃止となります。

　公共交通の現在の利用状況や、これからの
町の交通体系の在り方を議論する法定協議会
を立ち上げます。現況調査や、基礎資料とす
るための町民・高校生等へのアンケートも実
施予定です。

町制施行130周年記念事業
　下記の記念事業が予算化されています。
 ・町制施行130周年記念式典
 ・オリジナルナンバープレート作成
 ・ゼロカーボンシティ宣言
 ・NHKイベント開催
 ・全国市町村交流レガッタ等開催事業
 
 ・オリンピアン教室開催
 ・博物館における企画、特別展開催等

53万円
45万円
21万円
22万円

1,000万円
150万円
263万円

出産・子育て応援事業
　　　　　　　　　　　　3,190万円　 •安心安全対策補助

　　　　　　―補助率1／2、限度額20万円
•住宅省エネ化リフォーム補助
　　　　　　―補助率1／10、限度額20万円
　　住宅の減災化、省エネ化リフォームに係る
　　改修費用の補助
•空き家等流通促進事業
　　流通可能な空き家の掘り起こしと、空き家
　　情報サイトの充実
•空き家等家財道具処分補助
　　　　　　―補助率1／2､限度額20万円
　　空き家情報バンク登録を促進するため、家
　　財道具の処分費用等を補助
•難聴者補聴器購入補助
　　　　　　―補助率1／2､上限3万円
　　聴力の低下により補聴器が必要となった方
　　へ、購入費用の一部を補助
•新生児聴覚検査（県外受診補助含む）
　　すべての新生児を対象とした公費負担によ
　　る聴覚検査の実施
•家庭用ゼロカーボン補助
　　太陽光発電システム・蓄電池などの再エ　
　　ネ・省エネ設備の導入に対する補助

地域公共交通協議会法定協議会
設置等事業　　　　　　　　340万円

125周年の記念ロゴ
マークはこれでした。
さて、今度は……。

令和５年度一般会計予算

80億6,500万円

全会一致で可決
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令和５年度一般会計予算

80億6,500万円

全会一致で可決

　工期は、JR東日本との打ち合わせにより、R８
年度まで４年間をかけて行われる計画です。R６
年度から完成までには、13億3,780万円の支出
が予定されています。

　宮坂町長が、「必要性と優先度を重視しつつ北小プール改修、高木橋架け替え、道路改修などを
行うとともに、社会保障、教育、子育て支援等ソフト面への重点配分も行った。ポストコロナを見
据えて、住民の満足度を上向かせる『賑わい興復（こうふく）・満足度向上予算』と命名した」と語っ
た予算とは？　
　議会はどこに着目して予算審議にあたったのか、新規事業などを主にお知らせします（予算の詳細
は、「クローズアップしもすわ４月号」をご参照下さい）。

どんな内容の予算なの？
町民目線で  ココをチェック！！
どんな内容の予算なの？

町民目線で  ココをチェック！！
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北小プール改修事業　　   
　　　　　　　　　　1,042万円
　北小照明設備のＬＥＤ化
　　　　　　　　　　5,756万円

高木橋架け替え設計委託料等
　　　　　　　　　　　7,600万円
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Ｈ
19
年
の
改
定
以
来
で
あ
り
、
時
代
に

即
し
た
改
定
内
容
だ
と
考
え
、
賛
成
と
の

討
論
が
あ
り
、採
決
の
結
果
、全
会
一
致
で

可
決
。

　
新
年
度
か
ら
、
健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
及

び
屋
内
フ
ィ
ー
ル
ド
の
平
日
開
館
時
間
を

午
後
９
時
ま
で
に
延
長
。
ま
た
、
使
用
料

金
に
、
３
ヶ
月
・
６
ヶ
月
の
定
期
使
用
料

金
を
設
定
。
町
民
以
外
に
12
回
券
を
設
定
。

　
お
試
し
期
間
の
実
績
や
、
利
用
者
の
声

を
受
け
て
の
改
正
に
賛
成
と
の
討
論
が
あ

り
、
全
会
一
致
で
可
決
。

　
ひ
と
り
親
世
帯
等
の
児
童
に
、
年
に
一

回
７
千
円
、
小
中
入
学
時
に
入
学
祝
金
と

し
て
１
万
円
が
加
算
さ
れ
て
激
励
金
が
支

給
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
年
度
か
ら
中
学
入

学
時
の
祝
金
が
２
万
円
に
な
り
ま
す
。

　
入
学
時
の
保
護
者
の
経
済
的
支
援
に
な

り
、
部
活
動
等
に
対
す
る
子
ど
も
の
意
欲

を
応
援
で
き
る
と
の
討
論
が
あ
り
、
全
会

一
致
で
可
決
。

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
を
賛
成
多
数

で
可
決
。
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
・

交
通
災
害
共
済
事
業
特
別
会
計
・
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
事
業
特
別
会
計
　
３
会
計

を
、
全
会
一
致
で
可
決
。

国民健康保険税　平均６％の引き上げ
老人福祉センター入浴料
　　　　　　　　40円（大人）引き上げ
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　　　　　　　　40円（大人）引き上げ

〈
値
上
げ
の
背
景
〉

　
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
医
療
費
を
賄

う
た
め
に
徴
収
し
て
い
る
国
民
健
康
保
険

税
（
国
保
税
）
は
、
Ｈ
29
年
度
に
税
率
改

定
を
行
っ
て
以
降
、
変
わ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
国
保
加
入
者
の
高
齢
化
や
生
活
習

慣
病
の
増
加
な
ど
に
伴
い
、
一
人
あ
た
り

の
医
療
費
が
年
々
増
加
傾
向
で
す
。

　
Ｈ
30
年
度
、
国
民
健
康
保
険
制
度
の
変

更
に
よ
り
、
長
野
県
が
財
政
主
体
と
な
っ

た
後
、
各
自
治
体
は
国
保
税
収
を
財
源
に
、

県
か
ら
示
さ
れ
る
納
付
金
を
納
め
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
は
、
基
金
や
繰
越
金
を
使

っ
て
、
な
ん
と
か
納
付
金
を
収
め
て
き
ま

し
た
が
、
こ
の
ま
ま
い
く
と
Ｒ
５
年
度
は
、

赤
字
が
生
じ
る
見
込
み
で
す
。
税
率
改
定

は
、
急
務
の
課
題
と
な
り
ま
し
た
。
　

〈
税
率
引
き
上
げ
の
内
容
〉

　
県
で
は
、
Ｒ
９
年
度
ま
で
に
国
保
税
の

水
準
統
一
を
目
指
し
て
お
り
、
そ
の
中
で

「
資
産
割
」
を
廃
止
し
て
い
く
方
針
で
す
。

そ
れ
に
従
い
、
町
で
は
Ｒ
５
年
度
か
ら
隔

年
で
資
産
割
を
減
ら
し
て
い
き
、
そ
の
分

を
「
均
等
割
」
や
「
平
等
割
」
に
上
乗
せ

し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。
平
均
で
、

６
％
の
税
額
ア
ッ
プ
と
な
り
ま
す
。

　
町
は
、
昨
年
11
月
に
、
国
保
運
営
協
議

会
に
７
％
の
税
額
ア
ッ
プ
を
諮
問
し
ま
し

た
。
当
会
は
議
論
を
経
て
、「
引
き
上
げ
は

や
む
を
得
な
い
が
、
低
所
得
者
へ
の
配
慮

を
」
と
答
申
。
６
％
は
、
低
所
得
者
に
配

慮
を
し
た
結
果
と
の
こ
と
で
す
。

反
対
討
論
　
多
く
の
町
民
が
長
び
く
コ
ロ

ナ
禍
や
物
価
高
騰
で
苦
し
ん
で
い
る
。
こ

の
時
に
、
た
と
え
６
％
と
い
え
ど
も
、
国

保
税
率
引
き
上
げ
は
、
負
担
。
今
で
も
高

い
国
保
税
な
の
で
、
さ
ら
に
「
滞
納
者
を

増
や
し
か
ね
な
い
。
税
率
ア
ッ
プ
は
、
避

け
る
べ
き
。

賛
成
討
論
　
福
祉
政
策
の
平
等
性
や
社
会

保
障
制
度
の
整
合
性
が
求
め
ら
れ
る
し
、

税
の
公
平
性
も
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

5

審
議
会
の
答
申
を
１
％
で
も
下
げ
た
こ
と

で
、
正
当
性
を
維
持
で
き
た
と
考
え
る
。

　
賛
成
多
数
で
、
可
決
。

　
光
熱
水
費
の
高
騰
に
よ
り
、
今
後
の
経

営
維
持
し
て
い
く
た
め
、
入
浴
料
金
を
大

人
、１
枚
券
２
８
０
円（
現
行
２
４
０
円
）、

子
供
１
枚
券
１
４
０
円（
現
行
１
２
０
円
）

に
。
11
枚
券
２
８
０
０
円（
現
行
２
４
０

０
円
）、
子
供
11
枚
券
１
４
０
０
円（
現
行

１
２
０
０
円
）
に
引
き
上
げ
る
内
容
で
す
。

反
対
討
論
　
17
％
も
の
値
上
げ
は
大
き
な

負
担
と
な
る
。
入
浴
と
い
う
の
は
毎
日
の

生
活
に
欠
か
せ
ず
、
反
対
。

賛
成
討
論
　
値
上
げ
の
告
知
に
対
し
ク
レ

ー
ム
は
、
な
い
。
ま
た
、
県
内
の
浴
場
使

用
料
と
比
較
し
て
も
、
安
い
。

　
賛
成
多
数
で
、
可
決
。

　
死
亡
以
外
の
見
舞
金
が
、
そ
れ
ぞ
れ
３

倍
程
度
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

老人福祉センターお風呂入り口

議
案
審
査

しもすわ町議会だより
令和5年4月14日

生活文教常任委員会生活文教常任委員会

⑪
国
保
税
率
平
均
６
％
引
き
上
げ

⑫
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
入
浴
料
引
き
上
げ

⑭
健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
利
用
者
増
期
待

⑮
中
学
入
学
時
祝
金
　２
倍
に

⑯
そ
の
他
の
予
算
審
議

⑬
交
通
共
済
見
舞
金
３
倍
に

★反対　「こんなに生活が大変な時に・・・・」
☆賛成　「事業継続のためには、やむなし」
　　　　　　→　　賛成多数で　　可決

総
務
経
済
常
任
委
員
会

総
務
経
済
常
任
委
員
会

　
駅
前
交
流
情
報
拠
点
「
ら
。
Ｓ
ｈ
ｉ
ｒ

ｏ
ｔ
ｏ
ｒ
ｉ
」
を
商
工
会
議
所
や
、
駅
前

商
店
街
か
ら
の
活
性
化
の
要
望
も
あ
り
、

建
物
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
民
間
か
ら
の

企
画
提
案
に
よ
る
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で

の
選
定
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
「
ら
。

Ｓ
ｈ
ｉ
ｒ
ｏ
ｔ
ｏ
ｒ
ｉ
」
の
廃
止
に
伴
い
、

交
流
拠
点
を
御
田
町
の
「
ｍ
ｅ
ｅ 

ｍ
ｅ
ｅ 

ｃ
ｅ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ 

Ｓ
ｕ
ｍ
ｅ
ｂ
ａ
」
に
集
約

　
県
か
ら
の
特
殊
勤
務
手
当
の
適
正
化
に

伴
う
指
導
に
基
づ
き
、
動
物
の
亡
骸
処
理

の
出
動
１
回
に
対
し
て
、
３
０
０
円
の
手

当
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
少
し
で
も
対
応
職
員
へ
の
慰
労
に
な
っ

て
ほ
し
い
の
で
賛
成
と
の
討
論
が
あ
り
、

全
会
一
致
で
可
決
。

　
移
住
定
住
促
進
基
金
は
、
Ｈ
28
年
以
降

か
ら
活
用
が
な
い
た
め
に
廃
止
を
し
て
、

既
存
の
ふ
る
さ
と
ま
ち
づ
く
り
基
金
を
活

用
。
観
光
施
設
整
備
基
金
は
、
Ｈ
18
年
よ

り
残
高
が
な
く
活
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

か
ら
廃
止
し
、
公
共
施
設
整
備
基
金
で
の

運
用
に
な
り
ま
す
。

　
廃
止
さ
れ
る
２
つ
の
基
金
は
運
用
さ
れ

て
お
ら
ず
、
廃
止
を
し
て
も
代
替
え
で
き

る
基
金
も
あ
る
の
で
賛
成
討
論
が
あ
り
、

全
会
一
致
で
可
決
。

　
商
工
業
振
興
条
例
で
、
大
型
商
業
施
設

へ
補
助
金
を
出
せ
る
よ
う
改
正
。
大
型
商

業
施
設
で
の
雇
用
や
町
の
活
性
化
に
期
待
。

⑤
同
意
書
か
ら
誓
約
書
に

⑧
温
泉
会
計
借
入
金
終
了
後
は

⑨
水
道
料
金
の
審
議
が
必
要

⑩
そ
の
他
の
予
算
審
議

⑥
下
水
道
事
業
一
部
次
年
度
へ

①
駅
前
通
り
活
性
化
に
向
け
て

②
動
物
の
亡
骸
処
理
に

③
目
的
終
了
し
た
基
金
の
廃
止

⑦
職
員
の
保
護
と
人
事
の
確
保

④
商
業
の
活
性
化
の
た
め
に

　
商
業
の
活
性
化
の
た
め
に
は
必
要
、
不

況
感
か
ら
の
脱
却
に
な
る
の
で
賛
成
と
の

討
論
が
あ
り
、
全
会
一
致
で
可
決
。

　
水
道
を
他
人
の
土
地
を
経
由
し
て
配
管

す
る
際
、
同
意
書
が
必
要
で
し
た
が
、
民

法
の
改
正
に
よ
り
個
人
同
士
で
の
誓
約
書

に
変
更
さ
れ
ま
す
。
町
は
、
地
権
者
と
借

り
る
方
へ
、
誓
約
書
の
作
成
を
促
す
形
に

な
り
ま
す
。
今
ま
で
の
同
意
書
を
取
り
直

す
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
町
の
事
務
の
削
減
に
な
る
の
で
賛
成
と

の
討
論
が
あ
り
、
全
会
一
致
で
可
決
。

　
下
水
道
会
計
で
Ｒ
４
年
度
に
計
画
し
て

い
た
承
知
川
改
修
及
び
大
社
通
り
歩
道
整

備
に
関
わ
る
事
業
は
、
県
の
事
業
進
捗
に

あ
わ
せ
、
Ｒ
５
年
度
に
変
更
と
な
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
Ｒ
４
年
度
会
計
か
ら
削
除
を

す
る
も
の
で
す
。

　
す
べ
て
起
債（
有
利
な
国
等
の
借
入
金
）

分
で
あ
り
、
会
計
現
金
の
残
高
不
足
に
な

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
討
論
な
く
、
全
会
一
致
で
可
決
。

　
県
内
の
町
村
で
合
同
設
置
さ
れ
て
い
る

公
平
委
員
会
の
構
成
団
体
の
減
少
に
よ
り
、

議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。
こ
の
議
案
は
、

長
野
県
公
平
委
員
会
を
構
成
す
る
全
て
の

し
ま
す
。

　
町
に
良
い
効
果
に
な
る
こ
と
を
期
待
と

の
賛
成
討
論
が
あ
り
、
全
会
一
致
で
可
決
。

町
村
、
構
成
団
体
に
変
更
の
議
決
を
求
め

る
も
の
で
す
。

　
討
論
な
く
、
全
会
一
致
で
可
決
。

　
Ｒ
４
年
度
で
、
温
泉
事
業
特
別
会
計
か

ら
一
般
会
計
へ
の
返
済
が
終
了
し
た
こ
と

に
よ
り
、
Ｒ
５
年
度
予
算
か
ら
、
経
営
戦

略
に
則
り
積
立
金
に
。
余
剰
口
数
は
全
体

で
３
７
５
口
、
新
規
造
成
地
や
圏
外
か
ら

の
移
住
者
に
対
し
て
は
、
可
能
な
限
り
丁

寧
な
説
明
と
、
現
場
に
出
向
い
て
加
入
促

進
に
繋
げ
て
い
く
方
針
で
す
。

　
余
剰
口
数
の
解
消
と
、
温
泉
付
不
動
産

な
ど
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
移
住
定
住
に
繫
げ
て

ほ
し
い
と
の
賛
成
討
論
が
あ
り
、
全
会
一

致
で
可
決
。

　
Ｒ
３
年
度
は
単
年
度
黒
字
、
Ｒ
４
年
度

は
単
年
度
赤
字
予
想
。
Ｒ
５
年
度
は
経
営

改
善
の
た
め
に
、
審
議
会
で
水
道
料
金
改

定
の
検
討
を
進
め
る
予
定
で
す
。

　
予
算
を
組
め
た
こ
と
を
評
価
す
る
と
の

賛
成
討
論
が
あ
り
、
全
会
一
致
で
可
決
。

　
駐
車
場
事
業
特
別
会
計
・
東
山
田
財
産

区
会
計
・
下
水
道
事
業
会
計
　
３
会
計
全

会
一
致
で
可
決
。
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議
案
審
査

しもすわ町議会だより
令和5年4月14日

民間活用が期待される「ら。Shirotor i」民間活用が期待される「ら。Shirotor i」



　
Ｈ
19
年
の
改
定
以
来
で
あ
り
、
時
代
に

即
し
た
改
定
内
容
だ
と
考
え
、
賛
成
と
の

討
論
が
あ
り
、採
決
の
結
果
、全
会
一
致
で

可
決
。

　
新
年
度
か
ら
、
健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
及

び
屋
内
フ
ィ
ー
ル
ド
の
平
日
開
館
時
間
を

午
後
９
時
ま
で
に
延
長
。
ま
た
、
使
用
料

金
に
、
３
ヶ
月
・
６
ヶ
月
の
定
期
使
用
料

金
を
設
定
。
町
民
以
外
に
12
回
券
を
設
定
。

　
お
試
し
期
間
の
実
績
や
、
利
用
者
の
声

を
受
け
て
の
改
正
に
賛
成
と
の
討
論
が
あ

り
、
全
会
一
致
で
可
決
。

　
ひ
と
り
親
世
帯
等
の
児
童
に
、
年
に
一

回
７
千
円
、
小
中
入
学
時
に
入
学
祝
金
と

し
て
１
万
円
が
加
算
さ
れ
て
激
励
金
が
支

給
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
年
度
か
ら
中
学
入

学
時
の
祝
金
が
２
万
円
に
な
り
ま
す
。

　
入
学
時
の
保
護
者
の
経
済
的
支
援
に
な

り
、
部
活
動
等
に
対
す
る
子
ど
も
の
意
欲

を
応
援
で
き
る
と
の
討
論
が
あ
り
、
全
会

一
致
で
可
決
。

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
を
賛
成
多
数

で
可
決
。
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
・

交
通
災
害
共
済
事
業
特
別
会
計
・
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
事
業
特
別
会
計
　
３
会
計

を
、
全
会
一
致
で
可
決
。

国民健康保険税　平均６％の引き上げ
老人福祉センター入浴料
　　　　　　　　40円（大人）引き上げ

国民健康保険税　平均６％の引き上げ
老人福祉センター入浴料
　　　　　　　　40円（大人）引き上げ

〈
値
上
げ
の
背
景
〉

　
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
医
療
費
を
賄

う
た
め
に
徴
収
し
て
い
る
国
民
健
康
保
険

税
（
国
保
税
）
は
、
Ｈ
29
年
度
に
税
率
改

定
を
行
っ
て
以
降
、
変
わ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
国
保
加
入
者
の
高
齢
化
や
生
活
習

慣
病
の
増
加
な
ど
に
伴
い
、
一
人
あ
た
り

の
医
療
費
が
年
々
増
加
傾
向
で
す
。

　
Ｈ
30
年
度
、
国
民
健
康
保
険
制
度
の
変

更
に
よ
り
、
長
野
県
が
財
政
主
体
と
な
っ

た
後
、
各
自
治
体
は
国
保
税
収
を
財
源
に
、

県
か
ら
示
さ
れ
る
納
付
金
を
納
め
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
は
、
基
金
や
繰
越
金
を
使

っ
て
、
な
ん
と
か
納
付
金
を
収
め
て
き
ま

し
た
が
、
こ
の
ま
ま
い
く
と
Ｒ
５
年
度
は
、

赤
字
が
生
じ
る
見
込
み
で
す
。
税
率
改
定

は
、
急
務
の
課
題
と
な
り
ま
し
た
。
　

〈
税
率
引
き
上
げ
の
内
容
〉

　
県
で
は
、
Ｒ
９
年
度
ま
で
に
国
保
税
の

水
準
統
一
を
目
指
し
て
お
り
、
そ
の
中
で

「
資
産
割
」
を
廃
止
し
て
い
く
方
針
で
す
。

そ
れ
に
従
い
、
町
で
は
Ｒ
５
年
度
か
ら
隔

年
で
資
産
割
を
減
ら
し
て
い
き
、
そ
の
分

を
「
均
等
割
」
や
「
平
等
割
」
に
上
乗
せ

し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。
平
均
で
、

６
％
の
税
額
ア
ッ
プ
と
な
り
ま
す
。

　
町
は
、
昨
年
11
月
に
、
国
保
運
営
協
議

会
に
７
％
の
税
額
ア
ッ
プ
を
諮
問
し
ま
し

た
。
当
会
は
議
論
を
経
て
、「
引
き
上
げ
は

や
む
を
得
な
い
が
、
低
所
得
者
へ
の
配
慮

を
」
と
答
申
。
６
％
は
、
低
所
得
者
に
配

慮
を
し
た
結
果
と
の
こ
と
で
す
。

反
対
討
論
　
多
く
の
町
民
が
長
び
く
コ
ロ

ナ
禍
や
物
価
高
騰
で
苦
し
ん
で
い
る
。
こ

の
時
に
、
た
と
え
６
％
と
い
え
ど
も
、
国

保
税
率
引
き
上
げ
は
、
負
担
。
今
で
も
高

い
国
保
税
な
の
で
、
さ
ら
に
「
滞
納
者
を

増
や
し
か
ね
な
い
。
税
率
ア
ッ
プ
は
、
避

け
る
べ
き
。

賛
成
討
論
　
福
祉
政
策
の
平
等
性
や
社
会

保
障
制
度
の
整
合
性
が
求
め
ら
れ
る
し
、

税
の
公
平
性
も
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

5

審
議
会
の
答
申
を
１
％
で
も
下
げ
た
こ
と

で
、
正
当
性
を
維
持
で
き
た
と
考
え
る
。

　
賛
成
多
数
で
、
可
決
。

　
光
熱
水
費
の
高
騰
に
よ
り
、
今
後
の
経

営
維
持
し
て
い
く
た
め
、
入
浴
料
金
を
大

人
、１
枚
券
２
８
０
円（
現
行
２
４
０
円
）、

子
供
１
枚
券
１
４
０
円（
現
行
１
２
０
円
）

に
。
11
枚
券
２
８
０
０
円（
現
行
２
４
０

０
円
）、
子
供
11
枚
券
１
４
０
０
円（
現
行

１
２
０
０
円
）
に
引
き
上
げ
る
内
容
で
す
。

反
対
討
論
　
17
％
も
の
値
上
げ
は
大
き
な

負
担
と
な
る
。
入
浴
と
い
う
の
は
毎
日
の

生
活
に
欠
か
せ
ず
、
反
対
。

賛
成
討
論
　
値
上
げ
の
告
知
に
対
し
ク
レ

ー
ム
は
、
な
い
。
ま
た
、
県
内
の
浴
場
使

用
料
と
比
較
し
て
も
、
安
い
。

　
賛
成
多
数
で
、
可
決
。

　
死
亡
以
外
の
見
舞
金
が
、
そ
れ
ぞ
れ
３

倍
程
度
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

老人福祉センターお風呂入り口

議
案
審
査

しもすわ町議会だより
令和5年4月14日

生活文教常任委員会生活文教常任委員会

⑪
国
保
税
率
平
均
６
％
引
き
上
げ

⑫
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
入
浴
料
引
き
上
げ

⑭
健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
利
用
者
増
期
待

⑮
中
学
入
学
時
祝
金
　２
倍
に

⑯
そ
の
他
の
予
算
審
議

⑬
交
通
共
済
見
舞
金
３
倍
に

★反対　「こんなに生活が大変な時に・・・・」
☆賛成　「事業継続のためには、やむなし」
　　　　　　→　　賛成多数で　　可決



　国保は創設当初、加入者の世帯主は農林水産業
と自営業者で７割を占めていたものが、現在は無
職や非正規労働者等の被用者で８割弱と様変わり
し、国保は無職と非正規労働者の保険になってい
る。90年代の平均所得が約240万円であったも
のが、2020年度は136万円と100万円以上と

下がり、加入者の経済状況の苦しさが著しくなっ
ている。健康で文化的な最低限度の生活を営む権
利と平等に医療を受ける権利を守る立場から今回
の税率改定は中止するよう求めるもの。
※相反する内容の条例が可決されたため、改めて
　採決せず、“不採択”とした。

陳情第３号 陳情者  下諏訪町の国保をよくする会

国民健康保険税の値上げ中止を求める陳情　　　　　　　　　　　　　　不採択※

３月定例会  議 案 等 賛 否 一 覧

賛
否
一
覧

陳
情
・
意
見
書

しもすわ町議会だより
令和5年4月14日7

議案名等（省略）

議員名（議席順）

※議案等について、賛成、反対の双方があった場合のみ表示しています。

議決等結果

可　決

可　決

可　決

否　決

老人福祉センター条例の一部改正

国民健康保険税条例の一部改正

令和５年度国民健康保険特別会計予算

防衛費の増大と大増税の中止を求める意見書

金
井
敬
子

中
村
光
良

野
沢
弘
子

中
山

　透

松
井
節
夫

大
橋
和
子

青
木
利
子

岩
村
清
司

林

　元
夫

増
沢
昌
明

田
嶋

　彰

樽
川
信
仁

森

　安
夫

賛成者は「○」、反対者は「×」とします。議長は採決に加わらないため、「斜線」としています。

×

○○○

×

○○○○

×

○○

×

○○○

×

○○○○

×

○○

×

○○○

×

○○○○

×

○○
○

×××

○○

×

○

×

○

××

陳情・意見書案の審査結果

意見書案第２号 提案者　松井　節夫　　賛成者　増沢　昌明　　金井　敬子
防衛費の増大と大増税の中止を求める意見書　　　　　　　　　　賛成少数で否決

意見書案第１号 提案者　野沢 弘子　　賛成者　田嶋　彰　中山　透　中村 光良
認知症の人も家族も安心な社会の構築を求める意見書　　　国へ　全会一致で可決

　日本における認知症の人の数は推計値で約
600万人が超え、高齢化率に伴い、今後も増加
が見込まれ、将来を見据えての備えの拡充が求め
られる。認知症の人も家族も安心して暮らせる地

域の構築のために、また、認知症の人や家族の困
難を最小限に抑えるため、特段の取り組みを求め
るもの。

　43兆円もの膨大な金額を、今後５年間で防衛
費増強のために投入することを閣議決定した。そ
の財源は増税と国債発行によるとしている。国債
も最終的には税金で賄うもので、未曾有の大増税
になる。軍事装備の量や質では平和を守ることは
できない。徹底した外交力によるべき。物価高騰
にあえぐ国民の苦難に寄り添った施策をするべき
であり、防衛力大増強をやめ、大増税の中止を求
めるもの。
賛成討論：この間の国会論戦などで見えてきた政
府の構想は、他国攻撃ができる長距離ミサイルを
持つこと等で、周辺国の不信をあおり、脅威をあ

たえ、軍拡競争を加熱させかねない。また、軍事
費確保のための大増税や国債発行で、今でも不十
分な教育費や社会保障費への国の支出がさらに削
られることは大問題。
反対討論：相手に攻撃を思いとどまらせる阻止力
となる反撃能力の保有やサイバー領域における防
衛能力の強化、南西地域における防衛体制の力を
抜本的に強化することは急務。財源については、
新たな資金制度を創設し、財源確保に努めるとし
ている。物価高騰に対しても、与党は政府に対
し、低所得者や子育て世帯への対応を含めた効果
的な追加策を提言している。

令和５年度一般会計予算
令和５年度温泉事業特別会計予算
令和５年度水道事業会計予算
令和５年度国民健康保険特別会計予算
令和５年度駐車場事業特別会計予算
令和５年度後期高齢者医療特別会計予算
令和５年度交通災害共済事業特別会計予算
令和５年度特別養護老人ホーム事業特別会計予算 
令和５年度東山田財産区会計予算
令和５年度下水道事業会計予算 
駅前交流情報拠点施設条例の廃止
一般職の職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正
資金積立基金の設置、管理及び処分に関する条例の一部改正
商工業振興条例の一部改正
水道事業給水条例の一部改正
令和４年度下水道事業会計補正予算（第２号）
長野県町村公平委員会を共同設置する地方公共団体の数の減少及び規約の変更
国民健康保険税条例の一部改正
老人福祉センター条例の一部改正
交通災害共済条例の一部改正
健康運動施設条例の一部改正
ひとり親世帯等の児童激励金支給条例の一部改正
教育委員会委員の任命 
令和４年度一般会計補正予算（第８号） 
国民健康保険条例の一部改正 
家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正 
特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正 
子ども・子育て会議条例の一部改正 
放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正 
誕生祝金支給条例の廃止 
令和４年度一般会計補正予算（第９号） 
令和４年度国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 
令和４年度特別養護老人ホーム事業特別会計補正予算（第３号） 
令和５年度一般会計補正予算（第１号） 

国民健康保険税の値上げ中止を求める陳情

認知症の人も家族も安心な社会の構築を求める意見書
防衛費の増大と大増税の中止を求める意見書 

→詳しくは４ページ⑧へ

→詳しくは４ページ⑨へ

→詳しくは４ページ①へ

→詳しくは４ページ②へ

→詳しくは４ページ③へ

→詳しくは４ページ④へ

→詳しくは４ページ⑤へ

→詳しくは４ページ⑥へ

→詳しくは４ページ⑦へ

→詳しくは５ページ⑪へ

→詳しくは５ページ⑫へ

→詳しくは５ページ⑬へ

→詳しくは５ページ⑭へ

→詳しくは５ページ⑮へ

→詳しくは２ページ・３ページへ

→詳しくは７ページへ

→詳しくは７ページへ

３月定例会

陳　　　　情　　　　名

意　見　書　案　名

議　　案　　名（一部省略）

議
決
結
果

しもすわ町議会だより
令和5年4月14日 6



　国保は創設当初、加入者の世帯主は農林水産業
と自営業者で７割を占めていたものが、現在は無
職や非正規労働者等の被用者で８割弱と様変わり
し、国保は無職と非正規労働者の保険になってい
る。90年代の平均所得が約240万円であったも
のが、2020年度は136万円と100万円以上と

下がり、加入者の経済状況の苦しさが著しくなっ
ている。健康で文化的な最低限度の生活を営む権
利と平等に医療を受ける権利を守る立場から今回
の税率改定は中止するよう求めるもの。
※相反する内容の条例が可決されたため、改めて
　採決せず、“不採択”とした。

陳情第３号 陳情者  下諏訪町の国保をよくする会

国民健康保険税の値上げ中止を求める陳情　　　　　　　　　　　　　　不採択※

３月定例会  議 案 等 賛 否 一 覧

賛
否
一
覧

陳
情
・
意
見
書

しもすわ町議会だより
令和5年4月14日7

議案名等（省略）

議員名（議席順）

※議案等について、賛成、反対の双方があった場合のみ表示しています。

議決等結果

可　決

可　決

可　決

否　決

老人福祉センター条例の一部改正

国民健康保険税条例の一部改正

令和５年度国民健康保険特別会計予算

防衛費の増大と大増税の中止を求める意見書

金
井
敬
子

中
村
光
良

野
沢
弘
子

中
山

　透

松
井
節
夫

大
橋
和
子

青
木
利
子

岩
村
清
司

林

　元
夫

増
沢
昌
明

田
嶋

　彰

樽
川
信
仁

森

　安
夫

賛成者は「○」、反対者は「×」とします。議長は採決に加わらないため、「斜線」としています。

×

○○○

×

○○○○

×

○○

×

○○○

×

○○○○

×

○○

×

○○○

×

○○○○

×

○○
○

×××

○○

×

○
×

○

××
陳情・意見書案の審査結果

意見書案第２号 提案者　松井　節夫　　賛成者　増沢　昌明　　金井　敬子
防衛費の増大と大増税の中止を求める意見書　　　　　　　　　　賛成少数で否決

意見書案第１号 提案者　野沢 弘子　　賛成者　田嶋　彰　中山　透　中村 光良
認知症の人も家族も安心な社会の構築を求める意見書　　　国へ　全会一致で可決

　日本における認知症の人の数は推計値で約
600万人が超え、高齢化率に伴い、今後も増加
が見込まれ、将来を見据えての備えの拡充が求め
られる。認知症の人も家族も安心して暮らせる地

域の構築のために、また、認知症の人や家族の困
難を最小限に抑えるため、特段の取り組みを求め
るもの。

　43兆円もの膨大な金額を、今後５年間で防衛
費増強のために投入することを閣議決定した。そ
の財源は増税と国債発行によるとしている。国債
も最終的には税金で賄うもので、未曾有の大増税
になる。軍事装備の量や質では平和を守ることは
できない。徹底した外交力によるべき。物価高騰
にあえぐ国民の苦難に寄り添った施策をするべき
であり、防衛力大増強をやめ、大増税の中止を求
めるもの。
賛成討論：この間の国会論戦などで見えてきた政
府の構想は、他国攻撃ができる長距離ミサイルを
持つこと等で、周辺国の不信をあおり、脅威をあ

たえ、軍拡競争を加熱させかねない。また、軍事
費確保のための大増税や国債発行で、今でも不十
分な教育費や社会保障費への国の支出がさらに削
られることは大問題。
反対討論：相手に攻撃を思いとどまらせる阻止力
となる反撃能力の保有やサイバー領域における防
衛能力の強化、南西地域における防衛体制の力を
抜本的に強化することは急務。財源については、
新たな資金制度を創設し、財源確保に努めるとし
ている。物価高騰に対しても、与党は政府に対
し、低所得者や子育て世帯への対応を含めた効果
的な追加策を提言している。



問
　
学
生
参
加
の
成
果
は
。

建
設
水
道
課
長
　
現
状
分
析
や

課
題
へ
の
対
応
が
整
理
さ
れ
て

お
り
、
と
て
も
良
い
成
果
発
表

だ
っ
た
。

問
　
水
道
事
業
の
内
容
を
町
民

に
詳
し
く
伝
え
た
ら
ど
う
か
。

建
設
水
道
課
長
　
給
水
人
口
の

減
少
と
物
価
上
昇
で
厳
し
い
状

況
。
現
在
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

経
営
戦
略
等
を
掲
載
。
６
月
の

水
道
週
間
に
あ
わ
せ
て
、
広
報

な
ど
で
も
周
知
す
る
。

問
　「
ら
。
ｓ
ｈ
ｉ
ｒ
ｏ
ｔ
ｏ
ｒ

ｉ
」と
統
合
後
の「
ｍ
ｅ
ｅ
　
ｍ

ｅ
ｅ
　
ｃ
ｅ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
　
Ｓ
ｕ

ｍ
ｅ
ｂ
ａ
」
の
使
い
方
は
。

産
業
振
興
課
長
　
相
談
窓
口
の

一
本
化
に
よ
り
、
ス
ム
ー
ズ
な

案
内
や
相
談
体
制
の
構
築
が
で

き
る
。
移
住
定
住
の
推
進
と
住

民
交
流
へ
の
対
応
を
図
る
。

問
　
旧
矢
﨑
商
店
の
今
後
は
。

町
長
　
具
体
的
な
活
用
は
検
討

状
況
を
踏
ま
え
て
示
す
予
定
。

有
効
活
用
に
向
け
て
着
実
に
事

業
を
進
め
る
。

問
　
博
物
館
の
位
置
づ
け
は
。

産
業
振
興
課
長
　
博
物
館
を
取

り
入
れ
た
着
地
型
ツ
ア
ー
も
企

画
し
た
。
観
光
振
興
局
も
ニ
ー

ズ
調
査
を
し
て
検
討
し
て
い
る
。

問
　
商
店
街
環
境
整
備
事
業
補

助
金
の
内
容
は
。

産
業
振
興
課
長
　
共
同
施
設
の

設
置
・
改
修
・
撤
去
等
を
対
象

に
、
補
助
率
２
分
の
１
、
上
限

３
０
０
万
円
。

問
　
イ
ベ
ン
ト
等
の
相
談
窓
口

の
一
本
化
は
で
き
な
い
か
。

産
業
振
興
課
長
　
相
談
し
や
す

い
窓
口
に
相
談
を
。
商
工
会
議

所
と
の
情
報
共
有
に
努
め
る
。

問
　
全
国
市
町
村
交
流
レ
ガ
ッ

タ
の
経
済
効
果
は
ど
の
く
ら
い

あ
る
の
か
。

教
育
こ
ど
も
課
長
　
前
回
は
８

０
０
人
以
上
が
参
加
。
町
の
魅

力
発
信
の
絶
好
の
機
会
と
考
え

る
。

問
　
受
賞
を
受
け「
稼
ぐ
観
光
」

と
、
ど
う
結
び
つ
く
の
か
。

町
長
　
受
賞
は
励
み
に
な
る
。

こ
だ
わ
り
の
商
品
開
発
で
地
域

経
済
へ
の
波
及
効
果
も
期
待
。

問
　
障
が
い
者
や
高
齢
者
が
取

り
残
さ
れ
な
い
デ
ジ
タ
ル
化
を
。

副
町
長
　
来
年
度
は
公
民
館
で

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
座
も
企
画
。

可
能
な
限
り
支
援
し
て
い
く
。

問
　
使
用
済
み
紙
お
む
つ
の
持

ち
帰
り
の
廃
止
は
。

教
育
こ
ど
も
課
長
　
厚
生
労
働

省
か
ら
の
推
奨
も
あ
り
、
町
で

は
４
月
よ
り
保
育
園
で
処
分
。

問
　
未
満
児
へ
の
保
育
サ
ー
ビ

ス
に
な
お
一
層
の
ご
尽
力
を
。

町
長
　
少
子
化
傾
向
の
中
、
未

満
児
保
育
を
含
め
た
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
「
在
宅
児
育
児
家
庭
通

園
保
育
」
的
な
サ
ー
ビ
ス
や
国

の
動
向
も
注
視
し
、
保
育
サ
ー

ビ
ス
の
体
制
を
整
え
た
い
。

問
　
国
は
孤
立
や
虐
待
の
恐
れ

が
心
配
さ
れ
る
「
無
園
児
」
に

対
す
る
モ
デ
ル
事
業
を
始
め
る

が
、
町
の
対
応
は
。

教
育
こ
ど
も
課
長
　
子
育
て
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
や
だ
っ
こ
の

会
を
活
用
し
、
孤
立
感
の
軽
減

に
努
め
た
い
。
ま
た
、
国
の
施

策
に
も
注
視
す
る
。

問
　
町
は
逃
げ
遅
れ
ゼ
ロ
を
目

指
す
モ
デ
ル
事
業
団
体
。
計
画

の
全
町
作
成
は
。

保
健
福
祉
課
長
　
高
齢
者
や
障

が
い
者
が
多
く
課
題
も
あ
る
が
、

推
進
会
議
を
継
続
し
進
め
る
。

問
　
若
者
の
負
担
軽
減
や
地
方

の
企
業
の
人
材
確
保
に
繋
が
る

と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

町
長
　
奨
学
金
制
度
へ
の
支
援

は
、
多
角
的
な
面
で
研
究
・
検

討
を
し
て
い
き
た
い
。

デ
ジ
タ
ル
化
で
地
方
創
生

保
育
園
の
取
り
組
み

個
別
避
難
計
画
作
成

奨
学
金
返
還
支
援
制
度昨年行われた

全国交流レガッタ潮来大会

全20プログラムを
　　　　　　　企画

水の里の旅最優秀賞
　　　　「稼ぐ観光」活用は

野沢 弘子野沢 弘子

アクションプランを
　　　　　　　進める
　

グランドデザイン策定事業の
　　　　　　　　　　　今後

樽川 信仁樽川 信仁 産業振興課長
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の ざわ ひろ この ざわ ひろ こたるかわ のぶひとたるかわ のぶひと

建設水道課長

一
般
質
問

しもすわ町議会だより
令和5年4月14日

使用済み紙おむつは
４月から保育園で処分!!

問
　
商
工
会
議
所
の
「
中
期
商

工
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」
へ
の
考

え
は
。

町
長
　
町
の
施
策
と
深
い
関
わ

り
が
あ
り
、
と
も
に
産
業
振
興

や
地
域
活
性
化
へ
良
好
な
協
力

関
係
で
事
業
展
開
し
て
い
く
べ

き
だ
。

問
　
商
工
会
議
所
の
要
望
で
事

業
化
、
予
算
化
し
た
事
業
は
。

産
業
振
興
課
長
　
観
光
振
興
局

と
観
光
協
会
を
一
元
化
し
て
い

き
た
い
。
観
光
宿
泊
施
設
助
成

金
の
延
長
や
省
エ
ネ
性
能
向
上

に
資
す
る
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
制

度
な
ど
を
実
施
す
る
。

建
設
水
道
課
長
　
駅
前
通
り
の

安
全
確
保
の
た
め
、
グ
リ
ー
ン

ベ
ル
ト
を
設
置
す
る
。
公
園
使

用
規
定
も
緩
和
す
る
。

住
民
環
境
課
長
　
地
域
公
共
交

通
を
検
討
す
る
法
定
協
議
会
を

設
置
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
推
進
へ
、
家
庭
用
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
補
助
金
を
予
算
化
。

問
　
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
補
完
す

る
施
策
は
。

産
業
振
興
課
長
　
商
工
業
振
興

助
成
金
の
拡
充
な
ど
。
商
連
カ

ー
ド
の
汎
用
性
の
拡
大
や
キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
化
を
検
討
。

問
　
イ
ン
フ
レ
と
景
気
減
速
に

対
応
す
る
施
策
は
。

産
業
振
興
課
長
　
臨
時
経
営
安

定
資
金
を
１
年
延
長
し
、
運
転

資
金
貸
付
額
を
２
千
万
円
か
ら

３
千
万
円
に
引
き
上
げ
る
。

問
　
Ｇ
Ⅰ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

の
有
益
性
と
有
害
性
は
。

教
育
長
　
情
報
化
技
術
の
向
上
、

情
報
伝
達
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
。

情
報
モ
ラ
ル
や
健
康
面
の
心
配
、

犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
リ
ス
ク

な
ど
が
あ
る
。
子
ど
も
と
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な
が

ら
、
学
校
や
家
庭
、
地
域
で
見

守
る
こ
と
が
大
切
。

３月定例会の一般質問は
12人が行いました。

下諏訪町議会のホームページか
ら、一般質問の詳細や録画画像
の動画を見ることができます。
パソコン、スマートフォンから、
いつでもご覧いただけます。

一 般 質 問
私たちは問いかけ提案する

Ｇ
Ⅰ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

8

町 長

良好な協力関係で
　　　　　　事業展開

中期商工業振興ビジョンへの
　　　　　　　　　　考えは

林　元夫
もと おはやし

林　元夫
もと おはやし

一
般
質
問

しもすわ町議会だより
令和5年4月14日

８ｐ　　　林　　元夫

９ｐ　　　野沢　弘子
　
　　　　　樽川　信仁

10ｐ　 　  中山　　透
　
　　　　　松井　節夫

11ｐ　　　金井　敬子
　
　　　　　大橋　和子

12ｐ　　　田嶋　　彰

　　　　　岩村　清司

13ｐ　　　増沢　昌明

　　　　　中村　光良

14ｐ　　　青木　利子

「中期商工業振興ビジョンへの考えは」

「水の里の旅最優秀賞『稼ぐ観光』活用は」

「グランドデザイン策定事業の今後」

「Ｒ５年度の移住者のターゲット層は」

「個人所有の除雪機に補助をしてほしいが」

「国保税率６％引き上げ回避すべき」

「食料危機を見据えた施策は」

「物価高騰に対する支援は」

「合併による行財政効率をどう捉えるか」

「感染症法５類での住民負担は」

「砥川の浮島春宮側の改修見通しは」

「町民の健康増進に対する町の取り組みは」

駅前通りにグリーンベルト



問
　
学
生
参
加
の
成
果
は
。

建
設
水
道
課
長
　
現
状
分
析
や

課
題
へ
の
対
応
が
整
理
さ
れ
て

お
り
、
と
て
も
良
い
成
果
発
表

だ
っ
た
。

問
　
水
道
事
業
の
内
容
を
町
民

に
詳
し
く
伝
え
た
ら
ど
う
か
。

建
設
水
道
課
長
　
給
水
人
口
の

減
少
と
物
価
上
昇
で
厳
し
い
状

況
。
現
在
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

経
営
戦
略
等
を
掲
載
。
６
月
の

水
道
週
間
に
あ
わ
せ
て
、
広
報

な
ど
で
も
周
知
す
る
。

問
　「
ら
。
ｓ
ｈ
ｉ
ｒ
ｏ
ｔ
ｏ
ｒ

ｉ
」と
統
合
後
の「
ｍ
ｅ
ｅ
　
ｍ

ｅ
ｅ
　
ｃ
ｅ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
　
Ｓ
ｕ

ｍ
ｅ
ｂ
ａ
」
の
使
い
方
は
。

産
業
振
興
課
長
　
相
談
窓
口
の

一
本
化
に
よ
り
、
ス
ム
ー
ズ
な

案
内
や
相
談
体
制
の
構
築
が
で

き
る
。
移
住
定
住
の
推
進
と
住

民
交
流
へ
の
対
応
を
図
る
。

問
　
旧
矢
﨑
商
店
の
今
後
は
。

町
長
　
具
体
的
な
活
用
は
検
討

状
況
を
踏
ま
え
て
示
す
予
定
。

有
効
活
用
に
向
け
て
着
実
に
事

業
を
進
め
る
。

問
　
博
物
館
の
位
置
づ
け
は
。

産
業
振
興
課
長
　
博
物
館
を
取

り
入
れ
た
着
地
型
ツ
ア
ー
も
企

画
し
た
。
観
光
振
興
局
も
ニ
ー

ズ
調
査
を
し
て
検
討
し
て
い
る
。

問
　
商
店
街
環
境
整
備
事
業
補

助
金
の
内
容
は
。

産
業
振
興
課
長
　
共
同
施
設
の

設
置
・
改
修
・
撤
去
等
を
対
象

に
、
補
助
率
２
分
の
１
、
上
限

３
０
０
万
円
。

問
　
イ
ベ
ン
ト
等
の
相
談
窓
口

の
一
本
化
は
で
き
な
い
か
。

産
業
振
興
課
長
　
相
談
し
や
す

い
窓
口
に
相
談
を
。
商
工
会
議

所
と
の
情
報
共
有
に
努
め
る
。

問
　
全
国
市
町
村
交
流
レ
ガ
ッ

タ
の
経
済
効
果
は
ど
の
く
ら
い

あ
る
の
か
。

教
育
こ
ど
も
課
長
　
前
回
は
８

０
０
人
以
上
が
参
加
。
町
の
魅

力
発
信
の
絶
好
の
機
会
と
考
え

る
。

問
　
受
賞
を
受
け「
稼
ぐ
観
光
」

と
、
ど
う
結
び
つ
く
の
か
。

町
長
　
受
賞
は
励
み
に
な
る
。

こ
だ
わ
り
の
商
品
開
発
で
地
域

経
済
へ
の
波
及
効
果
も
期
待
。

問
　
障
が
い
者
や
高
齢
者
が
取

り
残
さ
れ
な
い
デ
ジ
タ
ル
化
を
。

副
町
長
　
来
年
度
は
公
民
館
で

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
座
も
企
画
。

可
能
な
限
り
支
援
し
て
い
く
。

問
　
使
用
済
み
紙
お
む
つ
の
持

ち
帰
り
の
廃
止
は
。

教
育
こ
ど
も
課
長
　
厚
生
労
働

省
か
ら
の
推
奨
も
あ
り
、
町
で

は
４
月
よ
り
保
育
園
で
処
分
。

問
　
未
満
児
へ
の
保
育
サ
ー
ビ

ス
に
な
お
一
層
の
ご
尽
力
を
。

町
長
　
少
子
化
傾
向
の
中
、
未

満
児
保
育
を
含
め
た
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
「
在
宅
児
育
児
家
庭
通

園
保
育
」
的
な
サ
ー
ビ
ス
や
国

の
動
向
も
注
視
し
、
保
育
サ
ー

ビ
ス
の
体
制
を
整
え
た
い
。

問
　
国
は
孤
立
や
虐
待
の
恐
れ

が
心
配
さ
れ
る
「
無
園
児
」
に

対
す
る
モ
デ
ル
事
業
を
始
め
る

が
、
町
の
対
応
は
。

教
育
こ
ど
も
課
長
　
子
育
て
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
や
だ
っ
こ
の

会
を
活
用
し
、
孤
立
感
の
軽
減

に
努
め
た
い
。
ま
た
、
国
の
施

策
に
も
注
視
す
る
。

問
　
町
は
逃
げ
遅
れ
ゼ
ロ
を
目

指
す
モ
デ
ル
事
業
団
体
。
計
画

の
全
町
作
成
は
。

保
健
福
祉
課
長
　
高
齢
者
や
障

が
い
者
が
多
く
課
題
も
あ
る
が
、

推
進
会
議
を
継
続
し
進
め
る
。

問
　
若
者
の
負
担
軽
減
や
地
方

の
企
業
の
人
材
確
保
に
繋
が
る

と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

町
長
　
奨
学
金
制
度
へ
の
支
援

は
、
多
角
的
な
面
で
研
究
・
検

討
を
し
て
い
き
た
い
。

デ
ジ
タ
ル
化
で
地
方
創
生

保
育
園
の
取
り
組
み

個
別
避
難
計
画
作
成

奨
学
金
返
還
支
援
制
度昨年行われた

全国交流レガッタ潮来大会

全20プログラムを
　　　　　　　企画

水の里の旅最優秀賞
　　　　「稼ぐ観光」活用は

野沢 弘子野沢 弘子

アクションプランを
　　　　　　　進める
　

グランドデザイン策定事業の
　　　　　　　　　　　今後

樽川 信仁樽川 信仁 産業振興課長
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使用済み紙おむつは
４月から保育園で処分!!



問
　
こ
れ
か
ら
の
食
料
危
機
を

見
据
え
た
施
策
は
。
ま
た
、
食

料
、
自
給
率
向
上
を
推
進
す
る

計
画
は
。

産
業
振
興
課
長
　
ま
ず
は
就
農

者
数
と
耕
作
面
積
を
増
や
す
こ

と
が
必
要
。
就
農
希
望
者
へ
の

Ｐ
Ｒ
、
県
・
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
た

支
援
、
農
地
の
掘
り
起
こ
し
に

努
め
る
。
地
産
地
消
の
取
り
組

み
と
し
て
、
地
元
野
菜
の
学
校

給
食
へ
の
提
供
や
朝
市
で
の
販

売
を
行
っ
て
い
る
。

問
　
砥
川
鷹
野
橋
下
流
左
岸
側

の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
は
、
Ｒ
５
年

12
月
ま
で
に
完
成
予
定
と
の
こ

と
。
河
川
に
降
り
る
階
段
に
、

安
全
対
策
の
た
め
、
鎖
や
ボ
ー

ル
を
設
置
し
て
ほ
し
い
が
。

建
設
水
道
課
長
　
河
川
管
理
に

必
要
な
階
段
で
、
数
箇
所
あ
る
。

安
全
対
策
は
、
管
理
者
で
あ
る

県
と
協
議
す
る
。

問
　
鎌
倉
街
道
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン

ト
周
辺
の
整
備
状
況
と
課
題
は
。

総
務
課
長
　
街
道
は
、
Ｈ
24
年

度
か
ら
３
年
か
け
、
地
域
の
皆

さ
ん
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
支
援

金
を
活
用
し
て
、
散
策
し
や
す

い
道
に
整
備
し
て
い
た
だ
い
た
。

民
公
協
働
事
業
と
し
て
の
代
表

的
な
事
例
で
あ
る
。
地
域
の
皆

さ
ん
と
課
題
を
共
有
し
、
多
く

の
方
が
安
心
し
て
通
行
で
き
る

よ
う
対
応
す
る
。

問
　
外
国
籍
住
民
へ
の
多
言
語

に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
、
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
。
緊
急
時

に
備
え
て
、
外
国
語
が
話
せ
る

職
員
を
配
置
し
た
窓
口
を
設
置

し
て
ほ
し
い
が
。

住
民
環
境
課
長
　
外
国
語
が
話

せ
る
職
員
に
よ
る
対
応
の
ほ
か
、

町
・
県
の
国
際
交
流
協
会
に
通

訳
の
派
遣
を
依
頼
し
て
い
る
。

ま
た
、
庁
舎
各
階
に
翻
訳
機
能

の
つ
い
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
設
置

し
て
い
る
。

問
　
国
や
県
の
「
法
定
外
繰
り

入
れ
を
な
く
す
」
方
針
に
、
町

は
誠
に
忠
実
。
し
か
し
、
被
保

険
者
を
守
る
立
場
か
ら
す
れ
ば
、

法
定
外
繰
り
入
れ
で
国
保
税
引

き
上
げ
は
回
避
す
べ
き
。
そ
の

財
源
に
、
10
億
円
を
超
え
る
一

般
会
計
の
財
政
調
整
基
金
を
取

り
崩
す
べ
き
。

町
長
　
法
定
外
繰
り
入
れ
は
、

考
え
な
い
。
本
来
で
あ
れ
ば
、

国
保
税
率
引
き
上
げ
は
、
R
3

年
度
必
要
だ
っ
た
。
今
上
げ
て

お
か
な
け
れ
ば
、
今
後
急
激
な

負
担
増
を
招
く
。

問
　
国
民
健
康
保
険
制
度
に
つ

い
て
の
、
町
長
の
考
え
は
。

町
長
　
国
保
は
、
保
険
制
度
の

基
盤
で
あ
る
。
社
会
経
済
情
勢

が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
中
で
、

年
々
財
政
が
圧
迫
さ
れ
て
い
る
。

統
一
化
に
よ
り
、
中
心
的
役
割

を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
県
に
、

町
は
協
力
す
る
立
場
。

問
　「
国
保
は
社
会
保
障
」で
は
。

町
長
　
国
民
健
康
保
険
法
で

「
社
会
保
障
制
度
」
と
あ
る
が
、

「
健
全
な
運
営
の
確
保
」
と
も
、

う
た
わ
れ
て
い
る
。

問
　
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
や
物
価

高
騰
で
被
保
険
者
の
暮
ら
し
の

困
難
さ
が
増
し
て
い
る
。
高
齢

者
が
多
い
こ
と
で
、
国
保
の
医

療
給
付
費
は
年
々
増
加
す
る
の

は
必
然
的
。
被
保
険
者
に
十
分

な
所
得
が
な
い
現
状
で
は
、
増

え
た
分
の
医
療
給
付
費
を
国
保

税
引
き
上
げ
に
求
め
る
の
は
、

無
理
な
こ
と
で
は
。

町
長
　
厳
し
い
状
況
は
、
当
町

だ
け
で
は
な
い
。
県
運
営
が
ス

ム
ー
ズ
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

問
　
国
保
に
関
す
る
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
等
へ
の
情
報
公
開
を
、
求

め
る
が
。

住
民
環
境
課
長
　
情
報
は
、
新

聞
報
道
で
開
示
し
て
い
る
。

情
報
の
積
極
的
開
示
を

道
路
な
ど
の
整
備
を

モデル世帯の税率改定影響
（いずれも夫婦２人を想定）

町内の自然農業（無農薬畑）

運営維持に
　　最低限の措置

国保税率６％引き上げ　
　　　　　　　回避すべき

金井 敬子金井 敬子

地産地消、
　　生産基盤の拡大

食料危機を見据えた
　　　　　　　　施策は

大橋 和子大橋 和子
かな い けい こかな い けい こおおはし かず こおおはし かず こ
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問
　
除
雪
が
大
変
な
、
障
が
い

者
。
高
齢
者
へ
の
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
大
幅
募
集
を
。

保
健
福
祉
課
長
　
社
協
と
、
困

り
ご
と
支
援
の「
ご
近
所
の
輪
」

を
推
進
し
て
い
く
。

問
　
公
園
や
道
路
の
除
草
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
。

建
設
水
道
課
長
　
け
が
の
リ
ス

ク
等
が
あ
り
、
一
般
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
は
困
難
。

問
　
支
障
木
除
去
に
、
薪
ス
ト

ー
ブ
利
用
者
の
協
力
を
求
め
た

ら
ど
う
か
。

産
業
振
興
課
長
　
危
険
が
伴
う
。

所
有
者
負
担
が
原
則
。
台
風
等

で
の
倒
木
は
職
員
が
対
応
。

問
　
人
材
育
成
を
視
野
に
、
子

ど
も
の
林
業
体
験
の
状
況
は
。

産
業
振
興
課
長
　
緑
の
少
年
団

が
北
小
学
校
に
あ
る
。
キ
ノ
コ

栽
培
、
枝
打
ち
な
ど
を
体
験
。

問
　
長
和
町
の
ス
キ
ー
場
の
よ

う
な
、
観
光
施
設
の
近
隣
市
町

村
割
引
は
で
き
な
い
か
。

産
業
振
興
課
長
　
観
光
振
興
局

と
、
期
間
限
定
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
や
イ
ベ
ン
ト
に
あ
わ
せ
た
割

引
を
検
討
。

問
　
長
和
町
の
ス
キ
ー
場
で
小

学
生
の
ス
キ
ー
教
室
を
。

教
育
長
　
選
択
肢
の
一
つ
。
交

流
復
活
の
中
、
両
町
で
考
え
る
。

問
　
給
付
型
奨
学
金
の
拡
充
と

利
用
条
件
の
緩
和
を
。

教
育
こ
ど
も
課
長
　
原
資
に
限

り
が
あ
る
。
家
庭
と
相
談
し
、

実
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
大
切
。

問
　
砥
川
上
流
の
護
岸
工
事
の

状
況
と
計
画
は
。

建
設
水
道
課
長
　
下
屋
敷
道
路

陥
没
、
東
俣
川
被
災
地
、
注
連

掛
橋
、
浮
島
付
近
は
完
了
。
下

屋
敷
護
岸
は
３
月
完
了
予
定
。

医
王
渡
橋
上
流
の
被
災
箇
所
は

維
持
管
理
の
中
で
原
状
回
復
を

行
う
。

区配備除雪機の
　　　　有効利用を

個人所有の除雪機に
　　　　補助をしてほしいが

問
　
Ａ
Ⅰ
を
活
用
す
る
な
ど
、

移
住
検
討
者
へ
の
情
報
提
供
の

推
進
を
。

産
業
振
興
課
長
　
情
報
が
一
括

し
て
得
ら
れ
る
よ
う
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
多
様
な
情
報
を
一
本

化
す
る
こ
と
が
急
務
。

問
　
移
住
検
討
者
の
同
居
家
族

向
け
の
支
援
は
。

産
業
振
興
課
長
　
家
族
構
成
に

応
じ
た
案
内
に
よ
り
、
移
住
前

の
不
安
軽
減
に
努
め
て
い
る
。

問
　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
地
域

住
民
と
の
交
流
は
。

産
業
振
興
課
長
　
有
効
な
支
援

策
で
あ
る
と
考
え
る
。

問
　
長
和
町
の
ス
キ
ー
場
で
の

ス
キ
ー
教
室
は
で
き
な
い
か
。

教
育
長
　
北
小
の
５
・
６
年
生

が
富
士
見
高
原
ス
キ
ー
場
に
送

迎
付
き
で
行
っ
て
い
る
。
今
後

は
交
通
状
況
や
経
費
、
ゲ
レ
ン

デ
の
状
況
か
ら
総
合
的
に
判
断
。

問
　
町
の
基
本
的
な
考
え
は
。

総
務
課
長
　
町
民
の
皆
様
に
は
、

生
活
必
需
品
の
備
蓄
に
あ
た
り
、

ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
を
お
願

い
し
て
い
る
。
防
災
用
資
機
材

の
テ
ン
ト
・
発
電
機
等
は
、
普

段
か
ら
イ
ベ
ン
ト
で
使
用
し
習

熟
し
て
い
る
。

問
　
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
の
考
え

を
教
育
に
取
り
入
れ
な
い
か
。

教
育
長
　
小
学
校
で
は
避
難
訓

練
や
防
災
教
室
を
行
い
、
中
学

校
で
は
町
総
合
防
災
訓
練
へ
の

参
加
を
促
し
、
防
災
士
の
方
か

ら
学
ぶ
時
間
を
設
け
て
い
る
。

災
害
時
に
役
立
つ
こ
と
を
、
普

段
か
ら
意
識
し
て
生
活
す
る
よ

う
、
伝
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

町
長
　
応
用
力
を
防
災
教
育
に

取
り
入
れ
る
こ
と
は
大
切
。

　
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
　
日
常
・

非
日
常
の
融
合
。
災
害
時
の
備

え
を
日
ご
ろ
の
生
活
の
中
に
取

り
入
れ
る
こ
と
。

長
和
町
と
の
交
流
は

近
隣
市
町
村
と
の
連
携
を

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

町 長町 長

若年層や
　　　子育て世代

Ｒ５年度の移住者の
　　　　　ターゲット層は

中山　透中山　透
なかやま とおるなかやま

松井 節夫松井 節夫
まつ いまつ い とおるせつ おせつ お
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フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー

　導
入



問
　
こ
れ
か
ら
の
食
料
危
機
を

見
据
え
た
施
策
は
。
ま
た
、
食

料
、
自
給
率
向
上
を
推
進
す
る

計
画
は
。

産
業
振
興
課
長
　
ま
ず
は
就
農

者
数
と
耕
作
面
積
を
増
や
す
こ

と
が
必
要
。
就
農
希
望
者
へ
の

Ｐ
Ｒ
、
県
・
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
た

支
援
、
農
地
の
掘
り
起
こ
し
に

努
め
る
。
地
産
地
消
の
取
り
組

み
と
し
て
、
地
元
野
菜
の
学
校

給
食
へ
の
提
供
や
朝
市
で
の
販

売
を
行
っ
て
い
る
。

問
　
砥
川
鷹
野
橋
下
流
左
岸
側

の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
は
、
Ｒ
５
年

12
月
ま
で
に
完
成
予
定
と
の
こ

と
。
河
川
に
降
り
る
階
段
に
、

安
全
対
策
の
た
め
、
鎖
や
ボ
ー

ル
を
設
置
し
て
ほ
し
い
が
。

建
設
水
道
課
長
　
河
川
管
理
に

必
要
な
階
段
で
、
数
箇
所
あ
る
。

安
全
対
策
は
、
管
理
者
で
あ
る

県
と
協
議
す
る
。

問
　
鎌
倉
街
道
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン

ト
周
辺
の
整
備
状
況
と
課
題
は
。

総
務
課
長
　
街
道
は
、
Ｈ
24
年

度
か
ら
３
年
か
け
、
地
域
の
皆

さ
ん
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
支
援

金
を
活
用
し
て
、
散
策
し
や
す

い
道
に
整
備
し
て
い
た
だ
い
た
。

民
公
協
働
事
業
と
し
て
の
代
表

的
な
事
例
で
あ
る
。
地
域
の
皆

さ
ん
と
課
題
を
共
有
し
、
多
く

の
方
が
安
心
し
て
通
行
で
き
る

よ
う
対
応
す
る
。

問
　
外
国
籍
住
民
へ
の
多
言
語

に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
、
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
。
緊
急
時

に
備
え
て
、
外
国
語
が
話
せ
る

職
員
を
配
置
し
た
窓
口
を
設
置

し
て
ほ
し
い
が
。

住
民
環
境
課
長
　
外
国
語
が
話

せ
る
職
員
に
よ
る
対
応
の
ほ
か
、

町
・
県
の
国
際
交
流
協
会
に
通

訳
の
派
遣
を
依
頼
し
て
い
る
。

ま
た
、
庁
舎
各
階
に
翻
訳
機
能

の
つ
い
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
設
置

し
て
い
る
。

問
　
国
や
県
の
「
法
定
外
繰
り

入
れ
を
な
く
す
」
方
針
に
、
町

は
誠
に
忠
実
。
し
か
し
、
被
保

険
者
を
守
る
立
場
か
ら
す
れ
ば
、

法
定
外
繰
り
入
れ
で
国
保
税
引

き
上
げ
は
回
避
す
べ
き
。
そ
の

財
源
に
、
10
億
円
を
超
え
る
一

般
会
計
の
財
政
調
整
基
金
を
取

り
崩
す
べ
き
。

町
長
　
法
定
外
繰
り
入
れ
は
、

考
え
な
い
。
本
来
で
あ
れ
ば
、

国
保
税
率
引
き
上
げ
は
、
R
3

年
度
必
要
だ
っ
た
。
今
上
げ
て

お
か
な
け
れ
ば
、
今
後
急
激
な

負
担
増
を
招
く
。

問
　
国
民
健
康
保
険
制
度
に
つ

い
て
の
、
町
長
の
考
え
は
。

町
長
　
国
保
は
、
保
険
制
度
の

基
盤
で
あ
る
。
社
会
経
済
情
勢

が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
中
で
、

年
々
財
政
が
圧
迫
さ
れ
て
い
る
。

統
一
化
に
よ
り
、
中
心
的
役
割

を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
県
に
、

町
は
協
力
す
る
立
場
。

問
　「
国
保
は
社
会
保
障
」で
は
。

町
長
　
国
民
健
康
保
険
法
で

「
社
会
保
障
制
度
」
と
あ
る
が
、

「
健
全
な
運
営
の
確
保
」
と
も
、

う
た
わ
れ
て
い
る
。

問
　
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
や
物
価

高
騰
で
被
保
険
者
の
暮
ら
し
の

困
難
さ
が
増
し
て
い
る
。
高
齢

者
が
多
い
こ
と
で
、
国
保
の
医

療
給
付
費
は
年
々
増
加
す
る
の

は
必
然
的
。
被
保
険
者
に
十
分

な
所
得
が
な
い
現
状
で
は
、
増

え
た
分
の
医
療
給
付
費
を
国
保

税
引
き
上
げ
に
求
め
る
の
は
、

無
理
な
こ
と
で
は
。

町
長
　
厳
し
い
状
況
は
、
当
町

だ
け
で
は
な
い
。
県
運
営
が
ス

ム
ー
ズ
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

問
　
国
保
に
関
す
る
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
等
へ
の
情
報
公
開
を
、
求

め
る
が
。

住
民
環
境
課
長
　
情
報
は
、
新

聞
報
道
で
開
示
し
て
い
る
。

情
報
の
積
極
的
開
示
を

道
路
な
ど
の
整
備
を

モデル世帯の税率改定影響
（いずれも夫婦２人を想定）

町内の自然農業（無農薬畑）

運営維持に
　　最低限の措置

国保税率６％引き上げ　
　　　　　　　回避すべき

金井 敬子金井 敬子

地産地消、
　　生産基盤の拡大

食料危機を見据えた
　　　　　　　　施策は

大橋 和子大橋 和子
かな い けい こかな い けい こおおはし かず こおおはし かず こ
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問
　
浮
島
の
春
宮
側
で
整
備
工

事
を
し
て
お
り
、
期
待
が
膨
ら

ん
で
い
る
。概
要
を
知
り
た
い
。

建
設
水
道
課
長
　
Ｒ
３
年
８
月

の
大
雨
被
害
の
復
旧
工
事
と
し

て
行
わ
れ
、
Ｒ
５
年
２
月
終
了
。

問
　
御
手
洗
川
の
取
水
口
の
水

量
改
善
が
望
ま
れ
て
い
る
が
。

建
設
水
道
課
長
　
前
述
の
復
旧

工
事
に
あ
わ
せ
て
応
急
手
当
的

な
処
置
に
留
ま
っ
て
し
ま
う
。

問
　
浮
島
周
辺
の
改
修
に
つ
い

て
、今
後
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

建
設
水
道
課
長
　
諏
訪
建
設
事

務
所
に
よ
る
と
、
ま
ず
右
岸
側

の
河
床
整
備
等
を
実
施
し
た
後
、

左
右
両
側
と
御
手
洗
川
を
含
め

た
水
量
配
分
を
整
え
る
。
Ｒ
５

年
度
に
測
量
設
計
を
行
い
、
Ｒ

６
年
度
の
工
事
予
定
。

問
　
町
で
の
罹
患
者
数
は
。

総
務
課
長
　
Ｒ
２
年
７
人
、
Ｒ

３
年
39
人
、
Ｒ
４
年
９
月
26
日

ま
で
で
１
９
６
５
人
。

問
　
保
育
園
で
の
実
態
は
。

教
育
こ
ど
も
課
長
　
Ｒ
３
年
４

人
、
Ｒ
４
年
１
９
３
人
。
休
園

６
回
、
ク
ラ
ス
閉
鎖
18
回
。

問
　
小
学
校
で
の
実
態
は
。

教
育
こ
ど
も
課
長
　
Ｒ
３
年
53

人
、
Ｒ
４
年
３
４
９
人
。
休
校

２
回
、
ク
ラ
ス
閉
鎖
18
回
、
学

年
閉
鎖
３
回
。

問
　
中
学
校
で
の
実
態
は
。

教
育
こ
ど
も
課
長
　
Ｒ
３
年
２

人
、
Ｒ
４
年
１
５
９
人
。
休
校

１
回
、
ク
ラ
ス
閉
鎖
25
回
、
学

年
閉
鎖
１
回
。

問
　
町
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
実
績
は
。

保
健
福
祉
課
長
　
Ｒ
５
年
２
月

末
ま
で
に
延
べ
６
万
５
９
５
１

人
。
体
育
館
で
の
集
団
接
種
の

実
績
は
３
万
６
０
０
９
人
。

問
　
規
制
緩
和
へ
の
考
え
は
。

町
長
　
国
や
県
の
方
針
に
沿
う

が
、
役
場
の
町
民
対
応
は
も
う

し
ば
ら
く
現
状
を
維
持
し
た
い
。

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
感
染
症
法
５
類
に
移
行

さ
れ
た
場
合
の
住
民
負
担
は
。

保
健
福
祉
課
長
　
国
で
検
討
中

だ
が
、
コ
ロ
ナ
関
連
の
医
療
費

は
全
額
公
費
負
担
だ
っ
た
も
の

が
、
個
人
負
担
と
な
る
。

問
　
中
学
校
の
部
活
の
地
域
移

行
の
進
捗
状
況
は
。
社
会
教
育

の
一
環
と
し
た
ら
ど
う
か
。

教
育
長
　
地
域
移
行
は
難
し
い

課
題
。
ス
ポ
ー
ツ
団
体
を
核
と

し
た
検
討
委
員
会
を
、
Ｒ
５
年

４
月
か
ら
始
動
す
る
。
部
活
を

社
会
教
育
と
し
て
位
置
付
け
る

こ
と
は
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

問
　
学
校
給
食
費
を
無
料
に
し

て
ほ
し
い
が
。
段
階
的
に
無
償

化
で
き
な
い
か
。

教
育
こ
ど
も
課
長
　
町
の
財
政

事
情
か
ら
、
大
変
難
し
い
。
物

価
高
騰
分
は
、
質
や
量
を
落
と

さ
ず
、
保
護
者
の
負
担
を
増
や

さ
な
い
た
め
に
公
費
負
担
増
を

予
算
化
し
た
。
無
償
化
の
研
究

は
し
て
い
き
た
い
が
、
国
や
県

の
動
向
も
注
視
し
て
い
く
。

問
　「
県
宝
」本
陣
の
管
理
・
運

営
に
対
し
、
町
の
支
援
は
。

産
業
振
興
課
長
　
修
理
は
、
基

本
的
に
所
有
者
負
担
だ
が
、
補

助
金
は
県
か
ら
支
出
さ
れ
る
。

維
持
管
理
に
つ
い
て
は
県
教
育

委
員
会
と
協
議
し
な
が
ら
情
報

提
供
す
る
。

問
　「
住
み
続
け
た
い
町
ラ
ン

キ
ン
グ
」
で
は
上
位
に
位
置
づ

い
て
い
る
が
、
人
口
減
少
が
止

ま
ら
な
い
の
は
。

総
務
課
長
　「
大
東
建
託
」が
、

２
０
１
９
年
か
ら
２
０
２
２
年

の
４
年
間
に
渡
り
、
20
歳
以
上

の
９
３
７
３
人
に
調
査
し
た
結

果
で
あ
る
。
人
口
減
の
要
因
は
、

人
口
の
自
然
流
出
や
可
住
地
面

積
が
少
な
い
等
の
社
会
的
要
因

と
自
然
的
要
因
が
複
合
的
に
影

響
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
町
の
実
態
は

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

医療負担が
　　　増加する

まず右岸側の
　　　河床整備から

感染症法５類での
　　　　　　住民負担は

　

増沢 昌明増沢 昌明

砥川の浮島春宮側の
　　　　　　改修見通しは

中村 光良中村 光良 建設水道課長
さすざわ まさあきさすざわ まさあきなかむら みつよしなかむら みつよし
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保健福祉課長

み
　
た
ら
し

問

　合
併
に
よ
る
行
政
効
率
と

財
政
効
率
を
ど
の
よ
う
に
捉
え

る
か
。

総
務
課
長
　
首
長
が
一
人
に
な

る
こ
と
や
、
議
員
・
職
員
数
減

に
よ
る
歳
出
削
減
効
果
、
ス
ケ

ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
事

務
事
業
の
効
率
化
が
メ
リ
ッ
ト
。

一
方
で
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
、

効
率
化
の
み
で
の
合
併
判
断
に

は
慎
重
に
な
る
必
要
が
あ
る
。

問

　「『
湖
周
は
ひ
と
つ
』行
政

間
の
垣
根
を
無
く
す
会
」
の
動

き
を
ど
う
捉
え
る
か
。

町
長
　
重
く
受
け
止
め
る
。
現

時
点
で
は
、
活
動
を
注
視
さ
せ

て
い
た
だ
く
。

問

　政
治
の
理
想
は
、
福
祉
社

会
の
実
現
と
充
実
で
あ
る
と
思

う
。
合
併
で
生
ま
れ
た
財
源
を

そ
こ
に
充
て
ら
れ
る
の
で
は
。

町
長
　
合
併
に
よ
り
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
を
招
い
た
事
例
も

あ
り
、
町
や
町
民
に
と
っ
て
合

併
の
選
択
が
最
良
な
の
か
は
慎

重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

問

　当
町
の
最
大
の
政
治
課
題

は
合
併
と
捉
え
る
が
、
い
か
が

か
。

町
長
　
最
大
の
政
治
課
題
が
合

併
と
は
考
え
て
い
な
い
。
今
後
、

解
決
困
難
な
課
題
が
生
じ
た
際

に
は
、
解
決
の
手
法
の
一
つ
と

し
て
合
併
と
い
う
選
択
肢
が
あ

が
っ
て
く
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。

問

　町
長
の
合
併
に
つ
い
て
の

理
想
理
念
は
。

町
長
　
仮
に
、
合
併
と
い
う
最

終
的
な
着
地
点
が
あ
る
と
す
る

な
ら
ば
、
諏
訪
６
市
町
村
合
併

が
理
想
で
あ
ろ
う
。
現
在
は
、

広
域
的
連
携
を
果
た
す
こ
と
を

目
的
と
し
た
諏
訪
広
域
連
合
が

十
分
機
能
を
果
た
し
て
お
り
、

行
政
主
導
の
合
併
は
選
択
肢
と

し
て
考
え
ら
れ
な
い
。
ま
た
、

合
併
に
つ
い
て
は
、
住
民
の
自

主
的
な
判
断
・
合
意
の
も
と
に

進
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

スケールメリット
　　　　　　生かせる

合併による行財政効率を
　　　　　　どう捉えるか
　

岩村 清司岩村 清司
いわむら きよ しいわむら きよ し

問

　物
価
高
騰
に
伴
う
更
な
る

支
援
策
は
。

町
長
　
保
育
園
副
食
費
や
小
・

中
学
校
給
食
費
へ
の
補
助
継
続
、

ひ
と
り
親
世
帯
等
児
童
激
励
金
、

結
婚
新
生
活
支
援
事
業
補
助
金

を
拡
充
予
定
。

問

　各
種
イ
ベ
ン
ト
の
経
済
効

果
と
今
後
に
生
か
せ
る
点
は
。

産
業
振
興
課
長
　
産
業
ま
つ
り
、

ヨ
ル
ク
レ
バ
、
三
角
八
丁
、
農

業
祭
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
関

係
団
体
が
工
夫
し
な
が
ら
開
催
。

地
域
の
活
力
創
生
や
消
費
促
進

に
繋
が
っ
た
。
コ
ロ
ナ
後
を
見

据
え
た
取
り
組
み
を
実
践
し
、

地
域
活
性
化
に
貢
献
す
る
。

問

　申
請
・
交
付
状
況
は
。

住
民
環
境
課
長
　
２
月
28
日
現

在
、
申
請
は
１
万
４
７
２
６
件
、

76
・
１
％
。
交
付
は
１
万
１
７

８
２
件
、
60
・
９
％
。

問

　未
申
請
者
へ
の
対
応
は
。

住
民
環
境
課
長
　
Ｒ
５
年
度
か

ら
、
町
内
の
３
郵
便
局
に
カ
ー

ド
申
請
受
付
の
委
託
を
計
画
。

申
請
で
き
る
機
会
を
増
や
す
。

問

　情
報
発
信
の
課
題
は
。

総
務
課
長
　
防
災
行
政
無
線
の

難
聴
対
策
と
し
て
同
じ
音
声
を

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
再
生
で
き

る
「
し
も
す
わ
イ
ン
フ
ォ
」
を

Ｒ
５
年
度
か
ら
運
用
開
始
す
る
。

問

　動
物
に
よ
る
被
害
状
況
は
。

産
業
振
興
課
長
　
Ｒ
３
年
度
の

被
害
額
は
、
農
業
で
13
万
円
、

林
業
で
35
万
円
。
萩
倉
、
東
山

田
の
山
沿
い
に
被
害
が
多
い
。

問

　狩
猟
免
許
取
得
補
助
は
。

産
業
振
興
課
長
　
個
人
の
資
格

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
補
助
制
度

は
考
え
て
い
な
い
が
、
優
遇
措

置
は
あ
る
。

観
光
施
策
の
効
果
と
今
後

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

広
報
に
つ
い
て

動
物
の
捕
獲
に
つ
い
て

総務課長 町 長

各種補助を
　　　拡充予定

物価高騰に対する支援は

田嶋　彰田嶋　彰
た じま あきらた じま あきら
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問
　
浮
島
の
春
宮
側
で
整
備
工

事
を
し
て
お
り
、
期
待
が
膨
ら

ん
で
い
る
。概
要
を
知
り
た
い
。

建
設
水
道
課
長
　
Ｒ
３
年
８
月

の
大
雨
被
害
の
復
旧
工
事
と
し

て
行
わ
れ
、
Ｒ
５
年
２
月
終
了
。

問
　
御
手
洗
川
の
取
水
口
の
水

量
改
善
が
望
ま
れ
て
い
る
が
。

建
設
水
道
課
長
　
前
述
の
復
旧

工
事
に
あ
わ
せ
て
応
急
手
当
的

な
処
置
に
留
ま
っ
て
し
ま
う
。

問
　
浮
島
周
辺
の
改
修
に
つ
い

て
、今
後
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

建
設
水
道
課
長
　
諏
訪
建
設
事

務
所
に
よ
る
と
、
ま
ず
右
岸
側

の
河
床
整
備
等
を
実
施
し
た
後
、

左
右
両
側
と
御
手
洗
川
を
含
め

た
水
量
配
分
を
整
え
る
。
Ｒ
５

年
度
に
測
量
設
計
を
行
い
、
Ｒ

６
年
度
の
工
事
予
定
。

問
　
町
で
の
罹
患
者
数
は
。

総
務
課
長
　
Ｒ
２
年
７
人
、
Ｒ

３
年
39
人
、
Ｒ
４
年
９
月
26
日

ま
で
で
１
９
６
５
人
。

問
　
保
育
園
で
の
実
態
は
。

教
育
こ
ど
も
課
長
　
Ｒ
３
年
４

人
、
Ｒ
４
年
１
９
３
人
。
休
園

６
回
、
ク
ラ
ス
閉
鎖
18
回
。

問
　
小
学
校
で
の
実
態
は
。

教
育
こ
ど
も
課
長
　
Ｒ
３
年
53

人
、
Ｒ
４
年
３
４
９
人
。
休
校

２
回
、
ク
ラ
ス
閉
鎖
18
回
、
学

年
閉
鎖
３
回
。

問
　
中
学
校
で
の
実
態
は
。

教
育
こ
ど
も
課
長
　
Ｒ
３
年
２

人
、
Ｒ
４
年
１
５
９
人
。
休
校

１
回
、
ク
ラ
ス
閉
鎖
25
回
、
学

年
閉
鎖
１
回
。

問
　
町
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
実
績
は
。

保
健
福
祉
課
長
　
Ｒ
５
年
２
月

末
ま
で
に
延
べ
６
万
５
９
５
１

人
。
体
育
館
で
の
集
団
接
種
の

実
績
は
３
万
６
０
０
９
人
。

問
　
規
制
緩
和
へ
の
考
え
は
。

町
長
　
国
や
県
の
方
針
に
沿
う

が
、
役
場
の
町
民
対
応
は
も
う

し
ば
ら
く
現
状
を
維
持
し
た
い
。

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
感
染
症
法
５
類
に
移
行

さ
れ
た
場
合
の
住
民
負
担
は
。

保
健
福
祉
課
長
　
国
で
検
討
中

だ
が
、
コ
ロ
ナ
関
連
の
医
療
費

は
全
額
公
費
負
担
だ
っ
た
も
の

が
、
個
人
負
担
と
な
る
。

問
　
中
学
校
の
部
活
の
地
域
移

行
の
進
捗
状
況
は
。
社
会
教
育

の
一
環
と
し
た
ら
ど
う
か
。

教
育
長
　
地
域
移
行
は
難
し
い

課
題
。
ス
ポ
ー
ツ
団
体
を
核
と

し
た
検
討
委
員
会
を
、
Ｒ
５
年

４
月
か
ら
始
動
す
る
。
部
活
を

社
会
教
育
と
し
て
位
置
付
け
る

こ
と
は
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

問
　
学
校
給
食
費
を
無
料
に
し

て
ほ
し
い
が
。
段
階
的
に
無
償

化
で
き
な
い
か
。

教
育
こ
ど
も
課
長
　
町
の
財
政

事
情
か
ら
、
大
変
難
し
い
。
物

価
高
騰
分
は
、
質
や
量
を
落
と

さ
ず
、
保
護
者
の
負
担
を
増
や

さ
な
い
た
め
に
公
費
負
担
増
を

予
算
化
し
た
。
無
償
化
の
研
究

は
し
て
い
き
た
い
が
、
国
や
県

の
動
向
も
注
視
し
て
い
く
。

問
　「
県
宝
」本
陣
の
管
理
・
運

営
に
対
し
、
町
の
支
援
は
。

産
業
振
興
課
長
　
修
理
は
、
基

本
的
に
所
有
者
負
担
だ
が
、
補

助
金
は
県
か
ら
支
出
さ
れ
る
。

維
持
管
理
に
つ
い
て
は
県
教
育

委
員
会
と
協
議
し
な
が
ら
情
報

提
供
す
る
。

問
　「
住
み
続
け
た
い
町
ラ
ン

キ
ン
グ
」
で
は
上
位
に
位
置
づ

い
て
い
る
が
、
人
口
減
少
が
止

ま
ら
な
い
の
は
。

総
務
課
長
　「
大
東
建
託
」が
、

２
０
１
９
年
か
ら
２
０
２
２
年

の
４
年
間
に
渡
り
、
20
歳
以
上

の
９
３
７
３
人
に
調
査
し
た
結

果
で
あ
る
。
人
口
減
の
要
因
は
、

人
口
の
自
然
流
出
や
可
住
地
面

積
が
少
な
い
等
の
社
会
的
要
因

と
自
然
的
要
因
が
複
合
的
に
影

響
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
町
の
実
態
は

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

医療負担が
　　　増加する

まず右岸側の
　　　河床整備から

感染症法５類での
　　　　　　住民負担は

　

増沢 昌明増沢 昌明

砥川の浮島春宮側の
　　　　　　改修見通しは

中村 光良中村 光良 建設水道課長
さすざわ まさあきさすざわ まさあきなかむら みつよしなかむら みつよし

13

「県宝」本陣

３月の砥川　浮島春宮側

一
般
質
問

しもすわ町議会だより
令和5年4月14日

保健福祉課長

み
　
た
ら
し



議会が行った活動をお伝えします。議会が行った活動をお伝えします。

議
会
掲
示
板 しもすわ町議会だより

令和5年4月14日15

　青木村議会デジタル化検討委員会の皆さんが、
当町議会のタブレットを活用した議会運営につい
て、視察に来られました。ＩＣＴ化検討委員及び
正副議長が、１対１でタブレットを実際に操作し
ながら説明しました。

　長野県町村議会議長会主催の広報研修会に参加しま
した。議会広報の基本と編集についての講義の後、当
町議会だよりの「クリニック（紙面診断）」を受けまし
た。細かな点では指摘がありましたが、大枠ではよか
ったと受け止めました。ページ配置などへの指摘を受
け、今号紙面に反映させました。

（1月17日）

　当町における農業の実態と課題について、農業委
員会の皆様との懇談会を行いました。
　後継者不足や遊休農地の活用などについて意見を
交わしました。

（1月24日）

（1月27日）

　当町議会では「議員のなり手不足」について、話し合いを重ね
てきました。
　議会としてできることの１つとして、３月定例会の日程をお知
らせするポスターを作成し、公共施設27カ所を中心に掲示しま
した。
　町民の皆様に議会日程を知っていただき、議会への関心を高め
ていただくきっかけになったでしょうか。
　皆様の率直な感想をお寄せください。

町 長

問

　ゆ
た
ん
歩
と
健
康
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
活
用
し
た
健
康
増
進

の
施
策
は
。

町
長
　
第
７
次
総
合
計
画
で
も

健
康
長
寿
を
掲
げ
、
気
軽
に
健

康
づ
く
り
に
取
り
組
め
る
環
境

整
備
、
機
会
の
提
供
が
目
標
。

施
設
の
利
用
促
進
や
、
施
設
を

活
用
し
た
運
動
講
座
に
力
を
入

れ
る
。
ま
た
、
各
地
区
で
の
出

前
講
座
や
、
自
宅
で
で
き
る
運

動
等
の
情
報
を
発
信
す
る
。

問

　ゆ
た
ん
歩
の
利
用
状
況
は
。

教
育
こ
ど
も
課
長
　
Ｈ
26
年
４

月
に
供
用
開
始
し
、
Ｒ
元
年
度

は
過
去
最
高
の
年
間
４
７
０
４

０
人
、
１
日
平
均
１
５
１
人
。

Ｒ
３
年
に
は
累
計
30
万
人
を
達

成
。
今
年
度
は
１
月
末
時
点
で

１
日
平
均
１
３
９
人
。

問

　ゆ
た
ん
歩
の
歩
行
浴
プ
ー

ル
講
座
に
応
募
が
多
く
、
参
加

で
き
な
い
方
が
い
た
が
。

教
育
こ
ど
も
課
長
　
今
は
自
主

グ
ル
ー
プ
で
活
動
し
て
い
る
方

も
お
り
、
状
況
は
解
消
。

問

　コ
ロ
ナ
後
の
施
設
利
用
は
。

教
育
こ
ど
も
課
長
　
利
用
制
限

も
緩
和
さ
れ
た
の
で
、
各
種
イ

ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
。

問

　健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
無

料
体
験
が
申
込
み
に
く
い
が
。

教
育
こ
ど
も
課
長
　
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
の

申
込
み
に
切
り
替
え
て
改
善
。

問

　ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
や
ア
メ

リ
カ
か
ら
の
訪
日
外
国
人
旅
行

者
は
長
期
旅
行
が
多
い
。
南
信

州
エ
リ
ア
で
は
、
コ
ロ
ナ
後
に

向
け
て
長
期
滞
在
で
き
る
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
計
画
を
し
て
い
る
。

当
町
で
も
、
こ
れ
ま
で
と
は
別

目
線
の
旅
行
提
案
は
あ
る
か
。

町
長
　
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
中
心
に
、
下
諏

訪
町
で
の
暮
ら
し
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
提
案
を
考
え
、
リ
ピ
ー

タ
ー
を
増
や
し
た
い
。

運動の機会を
　　　　充実させる

町民の健康増進に対する
　　　　　　町の取組みは

青木 利子青木 利子
あお き とし こあお き とし こ
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健康ステーション

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
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モ
ニ
タ
ー
の
目

投
票
に
行
こ
う

しもすわ町議会だより
令和5年4月14日

☆「審査報告」とは何か、委員会がどのような役割
　を担っているのか、よく分かりません。

　議会に提出された議案等を専門的に審査するた
　め、分野ごとに「委員会」を設置しています。そ
　の報告を「審査報告」といいます。

広報特別委員会より

☆委員会報告は全部載せるのではなく、特徴的な
　ものを載せ、説明を多くしたほうがよいのでは…。

　かしこまりました。よくよく精査して、みても
　らいたい記事を選びます。

広報特別委員会より

総務経済常任委員会　財政・産業・建設などに関すること
　（総務課・税務課・産業振興課・建設水道課・消防課・
　会計課・議会事務局）
生活文教常任委員会　生活・文化・教育に関すること
　（生活環境課・保健福祉課・教育こども課）
一般会計予算決算審査特別委員会 
　全ての課の、一般会計の予算・補正予算・決算に関す
　ること

４年ぶりの町議会議員選挙が
　　　　　　　行われます。
あなたの１票の重みを
　　　　　　　噛みしめて、
明るい下諏訪町を作ります。
皆さんの投票を心より
　　　　お待ちしています。



議会が行った活動をお伝えします。議会が行った活動をお伝えします。

議
会
掲
示
板 しもすわ町議会だより

令和5年4月14日15

　青木村議会デジタル化検討委員会の皆さんが、
当町議会のタブレットを活用した議会運営につい
て、視察に来られました。ＩＣＴ化検討委員及び
正副議長が、１対１でタブレットを実際に操作し
ながら説明しました。

　長野県町村議会議長会主催の広報研修会に参加しま
した。議会広報の基本と編集についての講義の後、当
町議会だよりの「クリニック（紙面診断）」を受けまし
た。細かな点では指摘がありましたが、大枠ではよか
ったと受け止めました。ページ配置などへの指摘を受
け、今号紙面に反映させました。

（1月17日）

　当町における農業の実態と課題について、農業委
員会の皆様との懇談会を行いました。
　後継者不足や遊休農地の活用などについて意見を
交わしました。

（1月24日）

（1月27日）

　当町議会では「議員のなり手不足」について、話し合いを重ね
てきました。
　議会としてできることの１つとして、３月定例会の日程をお知
らせするポスターを作成し、公共施設27カ所を中心に掲示しま
した。
　町民の皆様に議会日程を知っていただき、議会への関心を高め
ていただくきっかけになったでしょうか。
　皆様の率直な感想をお寄せください。



好きです しもすわ好きです しもすわ
　
私
達
は
信
州
チ
ア
ダ
ン
ス
教
室
コ
ス
モ
ス
ネ
オ
／
ア
ン

バ
ー
で
す
。
チ
ア
ダ
ン
ス
を
通
じ
て
、
下
諏
訪
町
を
明
る

く
し
た
い
想
い
で
、
町
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
声
を
か
け
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
駅
前
広
場
Ｏ
Ｐ
セ
レ
モ

ニ
ー
を
は
じ
め
、
お
舟
祭
、
農
業
祭
、
産
業
ま
つ
り
、
あ

か
す
な
み
ず
べ
テ
ラ
ス
、
高
木
菜
那
選
手
凱
旋
パ
レ
ー
ド

な
ど
、
沢
山
の
イ
ベ
ン
ト
で
踊
り
ま
し
た
。

　
そ
の
一
方
で
、
低
学
年
か
ら
競
技
チ
ア
地
区
大
会
に
挑

戦
を
重
ね
、
ア
ン
バ
ー
が
６
人
体
制
に
な
っ
た
年
に
初
の

全
国
大
会
出
場
へ
。で
す
が
、そ
の
年
に
コ
ロ
ナ
で
全
国
大

会
は
中
止
。
悔
し
い
思
い
も
し
ま
し
た
が
、
自
分
と
仲
間

を
信
じ
て
練
習
を
重
ね
、
２
回
目
の
全
国
大
会
へ
。
コ
ロ

ナ
禍
だ
っ
た
の
で
、
結
果
発
表
は
み
ん
な
と
リ
モ
ー
ト
で

聞
き
ま
し
た
。「
第
３
位
は
、
信
州
チ
ア
ダ
ン
ス
教
室
下
諏

訪
校
コ
ス
モ
ス
ネ
オ
ア
ン
バ
ー
」。
喜
び
が
溢
れ
、
お
母
さ

ん
達
に
最
高
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
昨
年
は
下
諏
訪
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
特
別
賞
に
推
薦
い
た

だ
き
、
町
を
明
る
く
元
気
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
想
い
の
バ
ト
ン
を
後
輩
に
繋
ぎ
ま
す
。

　
庁
舎
３
階
の
第
４
委
員
会
室
の
廊
下
の
壁
に
、

「
戒
石
銘
」の
大
き
な
額
が
あ
り
ま
す
。
同
僚
の

樽
川
議
員
が
、
議
員
全
員
に
そ
の
存
在
・
意
味

を
紹
介
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　「
戒
石
銘
」
の
ル
ー
ツ
は
省
き
ま
す
が
、

「
お
前
が
お
上
か
ら
い
た
だ
く
俸
禄（
給
与
）は
、

民
の
汗
と
油
の
結
晶
で
あ
る
。
下
々
の
民
は
虐

げ
易
い
け
れ
ど
、
神
を
欺
く
こ
と
は
で
き
な

い
」
と
い
う
意
味
だ
そ
う
で
す
。

　
福
島
県
二
本
松
市
の
、
旧
二
本
松
の
藩
主
が

藩
士
へ
の
戒
め
と
し
て
、
藩
士
の
城
へ
の
通
用

門
の
巨
石
に
刻
ま
せ
ま
し
た
。
国
指
定
史
跡
で

す
。

　
今
の
時
代
に
も
、
役
人
も
政
治
家
も
こ
の
戒

め
の
心
を
噛
み
し
め
て
行
動
し
た
い
も
の
で

す
。

議長のつぶやき議長のつぶやき

「戒石銘」「戒石銘」

令
和
５
年（
2023）４

月
14日

編
集
／
広
報
特
別
委
員
会
　
　
発
行
／
下
諏
訪
町
議
会

電
話（
0266）27－

1111　
FAX（

0266）27－
1237

下
諏
訪
町
　
議
会
だ
よ
り
で
検
索

E-m
ail:gikai@

tow
n.shim

osuw
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今
回
の
議
会
だ
よ
り
で
、

現
在
の
議
員
で
の
発
行
は
終

了
に
な
り
ま
す
。
次
号
は
、

選
挙
後
の
新
し
い
議
員
で
構

成
さ
れ
る
、
広
報
特
別
委
員

会
が
発
行
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
に
は
、楽
し
く
読
ん

で
い
た
だ
け
た
で
し
ょ
う
か
？

表
紙
の
文
字
を
変
え
て
み
た

り
、配
置
を
変
え
て
み
た
り
、

読
み
や
す
い
文
字
に
変
更
し

て
み
た
り
、や
っ
て
み
よ
う
！

こ
う
し
て
み
よ
う
!!
を
実
行

し
て
き
ま
し
た
。今
後
も
新
し

い
手
法
を
取
り
入
れ
て
発
行

し
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。楽

し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。

　
最
後
に
、「
み
ん
な
で
選
挙

に
行
き
ま
し
ょ
う
」。

　
　
　
　
　
　
　
（
中
山
）

　
広
報
特
別
委
員
会
　
　

　
　
委
員
長
　
金
井
敬
子

　
　
副
委
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中
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委
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樽
川
信
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委
　
　
員
　
増
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昌
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委
　
　
員
　
青
木
利
子

　
　
委
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大
橋
和
子
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後
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16しもすわ町議会だより
令和5年4月14日

／13　・14

次回６月定例会の予定は以下のとおりです。

開会日（予定）

（水）
6／7

一般質問（予定）

（火） （水）
6

爾
の
俸

　爾
の
禄
は

民
の
膏

　民
の
脂
な
り

下
民
は

　虐
げ
易
き
も

上
天
は

　欺
き
難
し

な
ん
じ

じ
ょ
う
て
ん

し
い
た

あ
ざ
む

が
た

ほ
う

た
みか

み
ん

や
す

こ
う

た
み

し

な
ん
じ

ろ
く

あさ の　　も　も たかばやし　ひま り よしざわ　しゅ う

せ　と　　み　う むかいやま　さく ら むかいやま　 ち はる

あさ の　　も　も たかばやし　ひま り よしざわ　しゅ う

せ　と　　み　う むかいやま　さく ら むかいやま　 ち はる


